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１ 目指す学校 

６年間の中高一貫教育を通して、他者を思いやることのできる豊かな心を持ち、「胸は祖国に置き、

眼は世界に注ぐ」の精神の下、国際社会で日本の良さを語り、人間性豊かな社会を構築する「思いや

り・人間愛（ヒューマニティ）を持った社会的リーダー」の育成を図る。 

（１）将来の日本を担う生徒を育てる 

高い倫理観を持って自他の基本的人権を尊重する精神を培い、日本の伝統を守りつつ国際社会

に貢献し、平和で人間性豊かな社会を構築する人材を育てる。 

（２）高い見識と幅広い教養を培う 

的確な判断力や考察力、先を見据える先見性を高めるために、全ての学習活動を通して、より

広く深い高度な学力を習得し、高い見識と幅広い教養を身に付ける。 

（３）思いやりの心を持った豊かな人間性を養う 

他者との関わりを大切にし、共生社会の実現を目指すため、特に学級（ホームルーム）活動、

生徒会活動、学校行事、部活動、ボランティア活動や地域との連携を積極的に行うとともに、多

くの体験活動等を通して、協働の精神や思いやりの心を持つ豊かな人間性を養う。 

（４）６年間を通した体系的な教育課程を構築する 

中学校と高等学校の指導内容の重複部分を厳選し、発達段階に応じた体系的な教育課程を編

成・実施することにより、より高次元の知識や論理を習得させる。 

 

２ 中期的目標と方策 

（１）中期的目標 

① ６年間を見通した系統的・発展的な指導を行い、高い見識と幅広い視野を涵養する教育を展

開する。 

② 自己の将来の在り方・生き方を見据え、６年間の計画的・継続的なキャリア教育を通して、

自己実現に向けた目的意識を持たせる指導を行う。そのために「総合的な学習の時間」の中に

「人生設計学」を位置付け、体系的な学習を行う。 

③ ボランティア精神や人間愛を通して思いやる心を育み、高い倫理観や豊かな人間性をもった

生徒を育成する。そのために、ボランティア活動や奉仕活動、「人間と社会」等を通して社会

貢献意識を高めさせる。 

④ 地域社会との交流を進めるとともに、ホームページなどを活用して教育活動の状況を積極的

に発信し、土曜授業の全日公開や募集活動、学校開放事業などを通して開かれた学校づくりを

推進する。また、限られた地域への理解から日本の伝統・文化・歴史への理解まで深めるとと

もに、これらを海外において発信できる取組を行っていく。 

⑤ 言語能力の向上や国際理解教育の推進を図り、国際社会においてもリーダーとなることがで

きる」グローバルな視野を持つ生徒を育成する。 

⑥ 社会生活環境のＩＴ化に伴い、授業や学校行事のみならず、学校生活全般を視野に入れて、

ＩＣＴ機器の活用を推進する。 

⑦ 経営企画室の経営参画を進め、系統化された組織体制を整備するとともに、企画調整会議を

中枢に、主幹経営会議及び教科会等、機関・分掌組織の連携を図り、学校運営の円滑化・効率

化を図る。 



（２）中期的目標達成のための方策 

①学力を充実させ、高い見識が習得できる学習活動を推進する 

学習内容の編成・組み立ての工夫や、指導内容の系統化を図り、６年間を見通した意図的･

計画的な教育を展開する。そのために、各学年で必要な学力の基準を定め、基礎・基本を徹底

して定着させる。同時に、発達段階に応じた発展的で深化した内容や、実験・実習・観察・見

学等の体験的な学習を取り入れ、生徒が関心・意欲を持つことができる高いレベルの学習に取

り組ませる。また、三鷹市及び調布市教育委員会と連携して日常の教育活動を検証するととも

に、地域の小・中学校や他の中高一貫教育校の生徒や教職員との連携を図った教育活動を展開

する。 

②自己の将来の在り方・生き方を見据えた、系統的・継続的なキャリア教育を行う 

課題解決学習、論文作成、プレゼンテーション等を通して情報処理能力、将来設計能力、意

思決定能力を育成する。教科「総合的な学習の時間」に位置付けた「人生設計学」を中心に、

様々な体験的学習や調査・研究学習を取り入れる。それにより、自己の将来の在り方・生き方

についての目標を設定させ、明確な目的意識を持って大学・学部等を選択する力を育てるとと

もに、幅広いキャリア教育を展開し、将来、社会のリーダーとしてどのように社会貢献してい

くかの視点を持たす。 

③自他を理解し尊重する態度、規律ある生活習慣の確立を目指す生活指導を充実させる 

学校行事やホームルーム活動、委員会活動、部活動などの特別活動を重視し、異年齢集団の

中で他者を理解し尊重する態度、リーダーシップと思いやりの心のバランスや自主・自律の精

神を養う。特に、合唱祭・体育祭・文化祭等の特別活動については、６学年にわたる異年齢集

団全体で取り組ませていく。また、時間を守ること、挨拶の励行、礼儀正しい態度や身だしな

み、集団生活でのマナーを身に付けさせることなど、きめ細かい生活指導を通して、規律ある

生活習慣を確立し、社会性、協調性、規範意識などを育成する。 

④地域社会との連携を図るとともに、日本の伝統文化への理解を深めさせる 

地域における文化・産業・歴史等についての学習活動や職場体験、地域人材を活用した取組

など、地域社会との交流を通して、日本の伝統文化への理解を深めさせる。 

また、校外学習・遠足・修学旅行については、日本の産業や風土、伝統や歴史が理解できる

よう系統性を持たせ、それを海外修学旅行につなげていく。 

⑤国際理解教育を推進し、グローバルな視野の育成を図る 

国際交流、校内留学、海外ボランティア研修、講演会など、様々な国際的体験を蓄積するこ

とにより国際社会に通用するグローバル人材を育成する。それに加え、国際社会でリーダーと

なれる人材を育成するため、語学力を身に付け、言語能力の向上を図る。 

昨年度まで「言語能力向上拠点校」として定着を図ってきた、読書活動やプレゼンテーショ

ン能力を重視した教育活動を更に推進する。また、ＡＬＴやＪＥＴを活用した授業の充実や、

英語検定への挑戦、プレゼンテーションデイの実施などにより語学力の向上を図る。 

⑥社会生活の情報化に対応するため、ＩＣＴ機器を活用した教育を推進する 

ＩＣＴ機器を活用した教育を進めていく。授業のほか、家庭との相互連絡、学校行事（校外

学習）、食育などにおいて活用の途を広げ、東京都教育委員会指定の「ＩＣＴパイロット校」

として、全都立学校で活用できるモデルづくりにチャレンジする。また、ＩＣＴ機器を活用し

た成果物については、ホームページやＰＴＡ広報誌等を通して積極的に発信する。 

⑦中高一貫教育校としての組織体制の整備と自律的改革を推進する 

中高一貫教育校としての指導体制を確立するため、企画調整会議及び主幹経営会議を経営中

枢機能として位置付け、経営企画室の経営参画も併せ、校内自律改革を推進する。 

  ⑧経営企画室の経営参画及び、事務手続きにおける正確性の担保と若手職員の育成を図る 

    学校全体での人材育成・力量形成を目指し、若手職員に適切な指導・助言を行う。 



３ 今年度の取組目標と方策 

（１）教育活動の目標と方策 

①６年間を見通した教育課程の編成と特色のある教育を推進する（学習指導） 

（ア）意図的・計画的な教育課程の編成・管理 

６年間を見通した意図的・計画的な教育課程を編成するとともに、学習内容の組み立てを

工夫し、指導内容の系統化を図る。英語・数学では習熟度に応じた少人数指導やティームテ

ィーチングを実施するなど、生徒一人一人のニーズに的確に対応した指導を行っていく。 

（イ）ＩＣＴ機器やアクティブ・ラーニングの積極的導入 

ＩＣＴ機器やアクティブ・ラーニングを取り入れ、生徒の理解の浸透を図る。その際、「文

化科学Ⅰ｣｢自然科学Ⅰ｣等の学校設定教科・科目を展開し、基礎学力の充実を図り、論理的思

考力、豊かな情操の形成にも重点を置いた特色ある教育を推進する。文化科学Ⅱ（公民分野）

では、三鷹市選挙管理委員会・東京都・弁護士会と連携して、模擬選挙・模擬議会・裁判員

制度といった主権者教育を重視し、その推進を図る。 

（ウ）個に応じた学力の定着・「三鷹スタンダード」の充実 

本校生徒の学力の定着度を把握するため、三鷹中等教育学校の生徒として付けるべき学力

の最低・標準・目標基準として設けた「三鷹スタンダード」を一層充実させ、目標達成を図

る。スタンダード委員会と教科・学年が連携した体制により、発達段階に応じて生徒個々の

長所・短所を見極め、学校として統一的な指導を行っていく。 

放課後や長期休業期間中を活用した補習・講習の目標を明確化し、その充実を図る。特に、

前期課程では月曜補習の講座数を確保し、その内容の充実を図るとともに、長期休業期間中

の補習との連携を図る。また、後期課程では、週一回の補習、第４・５学年の勉強合宿、長

期休業期間中の補習の体系化を図る。このことにより、前期課程では基礎学力を確実に身に

付け、後期課程では生徒個々の進路実現が可能となる大学受験に対応した高い学力の習得を

目指した学習体制を構築する。 

さらに、通常授業期間における受験に向けた補習の充実、自習室利用の向上、東大生等に

よるチューターやスタディサプリの有効活用により学力の充実を図る。 

②将来の在り方・生き方を見据えた、系統的・継続的キャリア教育を行う（進路指導） 

（ア）総合的な学習の時間「人生設計学」 

キャリア教育の全体計画に基づき、総合的な学習の時間「人生設計学」を中心に、将来、

「社会のリーダーとしていかに社会に貢献していくか」の視点を持った幅広いキャリア教育

を展開する。第１・２学年（ファーストステージ）の「職業研究」において、職場見学・体

験及び校外学習等の体験的学習や調査・研究学習を取り入れることにより、生徒の職業観・

勤労観を高め、将来の目標となる職業を考えさせる。第３・４学年（セカンドステージ）で

は、大学訪問を実施するなど生徒の学ぶ意欲を引き出させ、高度な学問研究に魅力を感じさ

せるとともに、自分が追究していきたい分野を考えさせる。いずれのステージでも論文を作

成し、その成果をまとめるとともに、発表の場を持たせる。また、第５・６学年（サードス

テージ）では、二つのステージで培った力を基礎に自分の将来を考えさせるとともに、その

進路を実現するための大学選択や自分の進む道について発表を行うとともに、論文作成にも

あたる。 

③規範意識を高め、発達段階に応じた生活指導を充実させ、心身の健康維持も図る（生活指導） 

（ア）基本的生活習慣の確立 

時間を守ること、挨拶の励行、礼儀正しい態度や身だしなみ、集団生活でのマナー等を身

に付けさせることなど、きめの細かい生活指導を行う。 

（イ）社会性、協調性、規範意識の育成 

学校生活のあらゆる場面で社会のリーダーとしての資質である「勤労」・「責任」・「思



いやり」の態度を道徳教育と連携して身に付けさせ、社会性、協調性、規範意識の育成を図

る。特に、学校行事やホームルーム活動、委員会活動、部活動などの特別活動では、異年齢

集団の中で他者を理解して尊重する態度、思いやりの心と自主・自律の精神を養う。 

（ウ）防災教育 

地域消防署等と連携した宿泊防災訓練、年間を通じた避難訓練・防災訓練や、東京防災ブ

ック、ノート等の活用を通して生徒の防災意識を高め、防災支援隊等を組織し地域に貢献す

るなど、災害時に自助・共助の精神を持って、社会貢献できる生徒の育成を図る。 

  （エ）食育指導 

給食委員会を活用した食育指導を行って健康管理能力の伸長を図るとともに、ＩＣＴ機器

を活用した実践を積極的に取り入れていく。 

  （オ）安全教育（いじめ防止、交通安全） 

スクールカウンセラーを中心とした校内の相談体制を組織するとともに、心身の健康の維

持に関する研修会を開催するなど、指導体制の充実を図る。いじめを防止及び早期発見する

ために生徒からの聞き取り調査を複数回実施し、実態を把握するとともに、その対策を速や

かに講じる。また、ＳＮＳなど通信機器の適切な使用について、教員研修を行うとともに、

その適正使用についての生徒指導を充実させる。 

通学時の自転車の乗車マナーについては、校門指導やセーフティ教室の充実を図り、重点

的に指導していく（後期課程）。 

  （カ）部活動 

部活動では加入率90.0％以上を維持するとともに、「スポーツ強化指定校」に指定された

サッカー部や陸上競技部をはじめとする運動部や、成果をあげている書道部や吹奏楽部など

の文化部も含めた、部活動全体の活性化を図る。 

④地域や日本を理解する教育活動を充実させる(特別活動・地域交流・健康づくり) 

地域における文化・産業・歴史等の学習活動や、職場体験・ボランティア活動・地域人材を

活用した講演会・伝統文化体験等を通して地域社会との交流を深め、その充実を図る。これに

加え、三鷹市及び調布市教育委員会と連携し、地域の小学校・中学校と連携した合同研修会を

実施するなど、教員間の交流も推進する。 

日本の伝統文化を理解させるため、第１・２学年で実施される校外学習では、協働の精神を

培うとともに、日本の自然や産業についてその実体験から深く理解する。第３学年から第６学

年で行われる遠足や修学旅行を通して、日本の歴史や伝統文化を理解し、その成り立ちや背景

を考察するとともに、海外における国際ボランティア活動を実施するなど、国際的な視野や自

ら発信する態度を身に付けさせる。 

事前学習や事後学習を充実させることで、自らが課題意識を持った校外学習となるよう工夫

する。その際、ＩＣＴ機器を活用し、日本の伝統文化や自然環境の良さをしっかりと認識させ、

その良さを国際社会に発信できる姿勢も育てていく。（「伝統文化教育推進校」） 

⑤国際理解教育を推進し、グローバルな視野の育成を図る。（国際理解教育・広報活動） 

国際社会に通用するグローバル人材を育成するため、他国の生徒を招いての国際交流、海外

留学生を招いての校内留学、アメリカでの海外ボランティア研修、国際社会で活躍する人材に

よる講演会などを実施する。 

また、国際社会でのリーダーとなれる人材を育成する観点から、読書活動の推進や、書評合

戦などによりプレゼンテーション能力の育成、語学力、言語能力の向上を図る。さらに、オリ

ンピック・パラリンピック教育として、日本の良さを世界にアピールできる資質・能力の定着

を図っていく。そのため、読書活動の推進や、書評合戦などによりプレゼンテーション能力の

育成を図る。 

また、ＡＬＴやＪＥＴを活用した英語授業の充実や英語検定の受検・プレゼンテーションデ



イの実施などによって語学力の向上を図るとともに、その語学力をさらに向上させるために海

外修学旅行などでの交流を設定する。（平成２７・２８・２９年度「東京グローバル１０」指

定校） 

⑥ＩＣＴ機器を活用した幅広い教育活動を展開する（学校経営・授業改善） 

ＩＣＴ機器を活用して、様々な教育活動を模索する。学習面では、真のアクティブ・ラーニ

ングを取り入れた授業展開を図り、家庭と連携して家庭学習や進度の確認などに効果的に取り

入れる。生活指導面での活用では、食育に力を入れ、食生活の改善指導を充実させて、不登校

や怪我の防止に努めていく。特別活動では、部活動の指導や校外学習におけるＩＣＴ機器を活

用した新しい指導事例を蓄積していく。（「ＩＣＴパイロット校」） 

⑦中高一貫教育校としての指導体制を確立する（学校経営） 

中高一貫教育校としての指導体制を確立するため、企画調整会議や主幹経営会議を学校経営

の中枢と位置付け、経営企画室にはより一層の経営参画を実現させるなど組織体制を整備する。 

また、学校運営連絡協議会等を通して外部評価による教育活動の検証を繰り返しながら、常

に費用対効果を考え、最大限の教育効果を引き出し、全教職員の力量が発揮できる組織体制を

整備しながら自律的改革を推進する。 

  ⑧持続可能な社会づくりに向けた教育活動を推進する（学校経営） 

    「主体的に学び、行動できる思いやり・人間愛を持った社会的リーダーの育成」のために、

「問題や現象の背景の理解、多面的かつ総合的なものの見方などの体系的な思考力やクリティ

カルシンキング（代替案の思考力・質問力）の育成」「発信力とデータや情報の分析する能力

の向上」「系統的な学校行事の実施による進路決定能力やコミュニケーション能力の育成」を

図る。（「持続可能な社会づくりに向けた教育推進校」） 

（２）指導の重点目標と方策 

○学習指導 

①前期課程の月曜補習は１５講座以上開講し、年間２０週以上実施する。 

②後期課程の放課後補習は、年間２０週以上実施する。 

③前期課程及び第５学年では、夏季休業日中に１週間の補習週間（２０時間）を実施する。また、

第６学年を中心とした補習講座を各長期休業日中に合計100講座以上実施する。さらに、第４

学年では夏季休業日中、第５学年では冬季休業日中に２泊３日の勉強合宿を実施する。 

④校内研修会を年間２回以上、小・中・高合同研修会を年間１回、授業研究を年間１２回以上実

施する。 

⑤年間１８回以上の授業公開と年間１回の道徳授業地区公開講座を実施する。 

○生活指導・生徒相談活動 

①部活動加入率を90.0％以上とする。 

②セーフティ教室を年間２回、安全指導を年間１1回（防災・避難訓練４回を含む）実施する。 

③生徒相談連絡会を年間４回実施する。 

④学校事故発生件数０を目指す。 

○進路指導 

①センター試験実受験者を99.0％以上とする。 

②国公立大学合格者を、現役４０名以上、卒業生を合わせて４５名以上とする。 

③難関私立大学合格者（早稲田・慶應・上智・東京理科大）を、現役７０名以上、卒業生を合わ

せて８０名以上とする。 

④ＧＭＡＲＣＨ（明治・青山学院・立教・中央・法政・学習院大学）合格者を、現役110名以上、

卒業生を合わせて140名以上とする。 

⑤第６学年向けのケース会議を年３回実施するとともに、後期課程における校内実力試験を実施

する。 



⑥ファースト・セカンド・サードステージの発表会を、ＩＣＴ等を活用して各１回開催するとと

もに、全員の論文を冊子上で発表する。 

⑦第３・４学年において、学年による大学訪問を各１回実施するとともに、夏季休業期間を活用

したオープン・キャンパス訪問を行う。 

⑧のべ６０社以上の事業所と連携した職場見学・職場体験をそれぞれ年間各１回学年単位で実施

し、２学年においては職場体験と自分が目指すリーダーについての発表会を開催する。 

○募集対策 

①学校見学会・学校説明会への参加者を延べ4,800名、授業公開への参加者を1,700名以上とする。 

②授業公開の土曜日における説明会を年間１０回実施する。 

③一般枠募集の応募倍率を6.5倍以上とする。 

④適性検査の解説会を年２回開催する。 

○グローバル人材の育成 

①海外生徒を招いての国際交流を年３回以上実施する。 

②校内留学を冬季・春季休業日に各３日間実施し、参加生徒６０名以上確保する。 

③海外研修ボランティア研修をアメリカで行い、参加生徒を４０名以上確保する。 

④海外修学旅行を実施し、海外での学校交流を１日実施する。 

⑤「東京グローバル１０」指定校として英語力の向上を図り、前期課程修了時点における英検準

２級以上の取得率を65.0％以上とする。 

⑥ＧＴＥＣ３技能試験にける取得目標平均点を第４学年520点（Basic）、第５学年550点（Advanced）、

第６学年610点（Advanced）と設定するとともに、第４・５学年全員にSpeakingを受検させ、

50％の生徒がGrade 4に到達させる。 

⑦海外姉妹校２校と交流（インターネットを活用した交流等）の充実を図る。 

⑧インバウンドの人たちに、日本の伝統文化や歴史を英語で説明しながら東京を散策する東京グ

ローバル遠足を実施する（第６学年 学校行事１回）。 

○その他（特色ある教育活動・指定、推進校の取組） 

   基本計画に則り、特色化を図るとともに、都教育委員会の事業の成果を測り検証する。 

①毎日の朝読書実施と併せ、生徒一人あたりの年間読書数を最低２５冊以上とし、図書館におけ

る本貸し出し冊数14,000冊以上とする。 

②ＩＣＴ機器を活用した授業公開を２回以上、ＩＣＴパイロット校事業成果検証報告会を１回実

施する。 

③主権者教育充実のため、模擬選挙（第３学年「総合的な学習の時間」）、模擬裁判員体験や模擬

議会等の特別授業（第４学年「文化科学Ⅱ」）を外部機関と連携して１回以上行う。 

④言語能力の更なる向上を図るため、書評合戦（第１学年「文化科学Ⅰ」及び第４学年「国語総

合」）を実施し、上部大会に出場する。 

⑤日本の伝統文化継承の一環として、江戸時代の数学「算額」や統計の基本を学ぶ（第２学年「自

然科学Ⅰ」） 

⑥キャリア教育充実のため、第１・２学年（ファーストステージ）で職業観・勤労観の育成、第

３・４学年（セカンドステージ）で学問の研究、第５・６学年（サードステージ）で進路の決

定を図る論文及び発表会を実施する。（全学年「人生設計学」） 

⑦ＥＳＤ教育推進のため、玉川上水駅から井之頭公園までの玉川上水の遊歩道を教科横断的な課

題（社会・理科・保健体育、郷土の歴史や環境問題、体力向上等）を考えながら歩く強歩大会

を実施する。完歩した際にスポンサー（保護者）から生徒が選択した団体（ＮＰＯ、企業、地

方自治体等）に寄付してもらうスポンサード・ウォークを実施する。（第３学年「学校行事」） 

 


